
D －14　 乳 児期の肥 満について

別府大短大　　 本荘　延子

1. 最近肥満児の増加 が社会的に大きな問題 となって

い る。こ れに対 する研究や対策 なども色 々と発表 されて

い るが，乳児期の肥満に対 する研究はあ まりみられない

よ うである。そこで演者は，乳児期の肥満について種々

調査検討し ，その原因 ，対策 などについ て，2 ～３の知

見 を得 たので，これ を報告 する。

2. 対象：別府保 健所 で応診し た昭 和38年 より43年 ま

での ６年間の出生児。別府保健所管内の年間出産数や く

1500名, そ のうち応診乳児数や く500名。

調査 ：カウプ指数2o以上 の者 を肥満 児とし ，それ らの

乳児の栄養種別，栄養摂取量，母親 の体格 との相関，お

よび年次別肥満児数 の変化 をみ た。

。なお ，直接 その家庭 を訪問してそ の後 の肥満状態，罹

病，死亡等 の追跡調査 をし た。

3.    1） 肥 満が始 まるのは主 として生後 ３ヵ月頃 から

５ヵ月頃 まで の間で ある。

2） 母乳栄養児 より人工栄養児 が圧倒的に多い。

3） 乳の摂 取量は １回200c£.以上 の者 が多い。

4） 母親 の体格 との相 関が大きい。

5） 年次 が進むにつ れ，肥満 乳児が増加してい る。


